
風
吹
く
１
月
18
日
、
土
山
体
育
館
前
を

発
着
点
と
す
る
あ
い
の
土
山
マ
ラ
ソ
ン

公
認
コ
ー
ス
で
、
甲
賀
市
民
駅
伝
と
小
学
生
駅

伝
・
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。９
区
間（
40
・
３
キ
ロ
）を
走
る
市
民
駅
伝
に
は
、

７
チ
ー
ム
、
63
人
が
、
４
区
間
（
８
・
０
キ
ロ
）
を
走
る
小
学
生
駅
伝
に
は
、
26
チ
ー

ム
１
０
４
人
が
参
加
、
寒
さ
厳
し
い
中
、
沿
道
か
ら
の
熱
い
声
援
を
受
け
、
メ
ン
バ
ー

へ
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
競
う
小
学
生
マ
ラ
ソ
ン
も
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
精
一
杯
走
り
抜
き
ま
し
た
。

▲全力を尽くしてラストスパート
　（小学生マラソン）

23

1200年の伝統行事を支える

　春の訪れを告げる風物詩として３月に行われる奈
良東大寺二月堂の「お水取り」、1200年以上続くこの
伝統行事、二月堂の舞台で火のついた松明を振り回す
「お松明」を見ようと、毎年全国から多くの人が訪れま
す。
　ここで使われる籠

かご

松
たいまつ

明には、甲賀市内の河川敷など
で集められた葛のつるが使われています。明治９年に
信楽のつるが使われたという記録があり、紫香楽宮と
の関係も考えられています。
　このつるは信楽町の「江州一心講」の皆さんの手に
よって集められています。その中の一人、参加して20
年余りになる植西一彦さん。毎年この季節、つる集め
に奔走されています。
　寒暖の差が激しいと、折れにくいつるができるた
め、甲賀のつるは松明の縛る部材に適しているとのこ
とですが、近年は、つるそのものが少なくなり、調達が
難しくなってきたそうです。
　「毎年、夏頃から、いろんなところを探し、見つけて
いるのですが、冬までに刈り取られてしまうところも
あります。毎年この時期はドキドキです。」と話す植西
さん。メンバーの高齢化などもあり、採取にはかなり
の困難が付きまといます。今年は初めて生育場所の情
報と採取のボランティアの募集もされました。

　「 今 年 、
1258回目の
お水取りを
迎えること
になります
が、つるがな
ければ行う
ことはでき

ません。奈良時
代から続いてきた伝統ある行事を私たちが途切れさ
す訳にはいきません。苦労も多いですが、多くの人に
感動を与える伝統行事の一翼を担っていければと思
います」と植西さん。
　今年も甲賀のつるが、伝統行事を支えます。

▲草の中からの採取は一苦労

GENKI na MACHIKADO

〜
第
５
回
甲
賀
市
民
駅
伝
、

　
‘
０
９
小
学
生
駅
伝
・
マ
ラ
ソ
ン
〜

寒
風
を
吹
き
飛
ば
す
力
走

寒

▲熱戦のスタート（市民駅伝）

植う
え
に
し西 

一か
ず
ひ
こ彦

さ
ん

（
信
楽
町
杉
山
）

主
な
結
果
（
敬
称
略
）

■
市
民
駅
伝

１
位　

水
口
Ａ

２
位　

土
山

３
位　

甲
南

■
小
学
生
駅
伝

【
男
子
】

１
位　

甲
賀
Ｊ
Ａ
Ｃ
・
Ａ

２
位　

伴
谷
小
Ａ

３
位　

水
口
サ
ン
ボ
ー
イ
ズ

【
女
子
】

１
位　

甲
賀
Ｊ
Ａ
Ｃ
・
Ａ

２
位　

伴
谷
小
Ｄ

３
位　

綾
野
ゆ
う
ゆ
う
Ａ

■
小
学
生
マ
ラ
ソ
ン

【
男
子
】

１
位　

嶌し
ま　
　

貴た
か
ひ
ろ広

２
位　

谷た
に　
　

拓た
く
み海

３
位　

川か
わ
ぐ
ち口　

征ま
さ
ず
み純

【
女
子
】

１
位　

小こ
に
し西　

萌も

え慧

２
位　

谷た
に
な
が永　

悠ゆ

き季

３
位　

今い
ま
い井　

佑ゆ

か香

月
14
日
・
15
日
、
甲
南
中
部
小
学
校

と
希
望
ヶ
丘
小
学
校
に
、
絵
本
に
っ

ぽ
ん
賞
を
受
賞
さ
れ
、
落
語
絵
本
シ
リ
ー
ズ

な
ど
で
著
名
な
絵
本
作
家
川か

わ
ば
た端

誠ま
こ
と

さ
ん
が
来

校
、
開
き
読
み
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
活
動
さ
れ
る
読
書
グ
ル
ー
プ
「
お

は
な
し
た
ま
て
ば
こ
」
の
方
が
、
川
端
さ
ん

の
ラ
イ
ブ
を
実
際
に
観
て
感
激
し
、
働
き
か

け
て
実
現
し
た
こ
の
ラ
イ
ブ
。
川
端
さ
ん
の

お
も
し
ろ
お
か
し
い
開
き
読
み
に
、
あ
っ
と

い
う
間
に
絵
本
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
た
児

童
。
笑
い
あ
り
、
感
動
あ
り
の
楽
し
い
時
間

を
す
ご
し
、
絵
本
の
楽
し
さ
を
た
っ
ぷ
り
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

笑い、感動、絵本ワールドに
魅了

～絵本ライブ・甲南中部・希望ヶ丘小学校～

1

〜
本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
・
油
日
小
学
校
〜

幽
玄
の
世
界
を
体
験

月
20
日
、
油
日
小
学
校
で
、
実
際
に

能
を
体
験
す
る
、「
本
物
の
舞
台
芸
術

体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

能
は
、
継
承
さ
れ
て
い
る
演
劇
と
し
て
は

世
界
最
古
と
い
わ
れ
、
世
界
無
形
遺
産
に
指

定
さ
れ
、
国
際
的
に
も
有
名
な
伝
統
芸
能
で

す
。
こ
の
日
は
、
本
物
の
能
楽
師
が
来
校
、

普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
本
格

的
な
芸
術
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

謡う
た
い

の
お
け
い
こ
で
は
、
能
楽
師
の
指
導
で
、

代
表
的
な
作
品
の
一
つ
「
高
砂
」
を
、
児
童

全
員
が
謡
い
ま
し
た
。
ま
た
、
舞
囃
子
を
共

演
し
た
り
、
貴
重
な
能
面
を
実
際
に
身
に
付

け
た
り
と
、
ま
さ
に
本
物
の
芸
術
に
身
近
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、

能
「
土つ

ち

ぐ

も

蜘
蛛
」

を
鑑
賞
、
優

雅
な
動
き
と

迫
力
あ
る
声

に
児
童
は
熱

中
、
幽
玄
の

世
界
を
堪
能

し
ま
し
た
。

1

が
明
け
、
貴
生
川
幼
稚
園
に
登
園
す
る
園
児
た
ち
、

目
の
前
に
置
か
れ
た
立
派
な
門
松
に
び
っ
く
り
。
今

年
も
貴
生
川
幼
稚
園
に
、「
は
ん
ど
う
忍
者
」
か
ら
門
松
が

届
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
が
扮
す
る
は
ん
ど
う
忍
者
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
願
い
贈
ら
れ
る
門
松
、
今
年
で
13
回
目
を
迎
え
ま

す
。
毎
年
、
こ
の
門
松
と
と
も
に
貴
生
川
幼
稚
園
の
楽
し
い

１
年
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　

１
月
８
日
、
園
児
た
ち
は
、
お
礼
を
言
お
う
と
玄
関
に

集
合
、
門
松
の
前
か
ら
、
飯
道
山
の
は
ん

ど
う
忍
者
に
大
き
な
声
で
お
礼
を
言
い
ま

し
た
。
園
児
た
ち
の
声
は
、
き
っ
と
届
き
、

そ
し
て
今
年
も
は
ん
ど
う
忍
者
が
園
児
を

守
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

年

見守ってくれて
　　　ありがとう
～「はんどう忍者」から門松届く・
貴生川幼稚園～

▲「忍者さんありがとう」、はんどう忍者にお礼をいう園児

▲

届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

▲

舞
囃
子
の
共
演

▲熱心に聞き入る児童
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